
平成１9 年度区市町村のがん検診方法別実施状況 

（ ）内は平成 18 年度結果 

 

【胃がん】 

検診方法 胃Ｘ線 胃内視鏡 ペプシノーゲン 

実施地区数 56（57） 7（6） 6（7） 

検査方法について複数回答あり。 

 

【肺がん】 

検診方法 胸部Ｘ線 

及び 

喀痰検査 

胸部Ｘ線 

のみ 

喀痰検査

のみ 

ＣＴ 

及び 

喀痰検査 

Ｘ線 

及び 

ＣＴ 

及び 

喀痰検査 

未実施 

実施地区 53（54） 6（10） 1（2） 2（2） 1（1） 4（2） 

検査方法について複数回答あり。 

 

【大腸がん】 

検診方法 便潜血二日法 便潜血一日法 

実施地区 61（61） 1（1） 

 

 

【子宮がん】 

検診方法 頸がん（細胞診） 隔年受診 

実施地区 62（62） 43 

 

 

【乳がん】 

検診方法 マンモグラフィ－ 

及び 

視触診 

視触診 

のみ 

エコ－ 

及び 

視触診 

実施地区 52（52） 12（15） 9（8） 

検査方法について複数回答あり。 
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か
ら
見
え
る
課
題
 

資
料

２
－

２
 



   ２
 
プ
ロ
セ
ス
評
価
か
ら
見
え
る
課
題
 

  
（
１
）
検
診
受
診
率
の
向
上
 

 
 
 
 
○
 
検
診
方
法
と
対
象
者
の
検
討
（
主
に
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
乳
が
ん
）
 

 
 
○
 
受
診
歴
別
集
計
に
よ
る
検
診
未
受
診
者
層
の
把
握
と
受
診
勧
奨
（
主
に
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
）
 

○
 
受
診
勧
奨
方
法
の
工
夫
と
検
診
実
施
体
制
の
強
化
（
5
が
ん
全
般
）
 

  
（
２
）
検
診
実
施
機
関
の
精
度
管
理
状
況
の
把
握
 

 
 
 
 
○
 
要
精
検
率
の
集
計
体
制
の
構
築
 

 
 
○
 
各
検
診
機
関
の
要
精
検
判
定
基
準
の
把
握
 

○
 
各
が
ん
に
よ
る
課
題
 
 

（
 
）
内
は
平
成
18
年
度
結
果
 

 
 
 
 
 
ア
 
胃
が
ん
 
 
 
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
の
実
施
地
区
の
う
ち
、
二
重
読
影
を
行
っ
て
い
な
い
地
区
が
22
(1
6)
地
区
、
比
較
読
影
を
行
っ
て
い
な
い
地
区
が
14
(1
8)
地
区
 

 
 
 
 
 
イ
 
肺
が
ん
 
 
 
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
及
び
喀
痰
細
胞
診
の
実
施
地
区
の
う
ち
、
比
較
読
影
を
行
っ
て
い
な
い
地
区
が
8(
12
)地
区
、
 

検
体
の
採
取
対
象
者
の
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
地
区
が
31
(2
8)
地
区
 

 
 
 
 
 
ウ
 
大
腸
が
ん
 
 
検
体
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
精
度
管
理
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
地
区
が
37
(4
2)
地
区
 

 
 
 
 
 
エ
 
子
宮
が
ん
 
 
検
体
の
採
取
に
関
し
て
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
地
区
が
16
(9
)地
区
 

 
 
 
 
 
オ
 
乳
が
ん
 
 
 
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
及
び
視
触
診
の
実
施
地
区
の
う
ち
、
第
三
者
に
よ
る
外
部
評
価
を
受
け
て
い
な
い
検
診
機
関
に
委
託
し
て
い
る
地
区
が
26
(3
0)
地
区
 

  
（
３
）
受
診
者
に
対
す
る
精
検
方
法
の
説
明
の
徹
底
（
一
次
検
診
実
施
機
関
又
は
区
市
町
村
）
 

  
（
４
）
精
検
受
診
率
の
向
上
と
精
検
結
果
の
把
握
 

 
 
 
 
○
 
精
検
実
施
医
療
機
関
と
の
報
告
提
供
体
制
と
集
計
体
制
の
構
築
 

 
 
 
○
 
精
検
未
受
診
者
の
把
握
と
受
診
勧
奨
 

 
 
 
○
 
精
検
受
診
者
か
ら
の
情
報
把
握
 

  
（
５
）
が
ん
発
見
率
、
陽
性
反
応
適
中
度
の
分
析
 

 
 
 
 
○
 
受
診
歴
別
の
分
析
 

 
 
 
 
○
 
早
期
が
ん
発
見
の
把
握
体
制
 



 
     実
施
地
区
 

62
地
区
 

19
年
度
実
績
及
び
（
 
）
内
に

18
年
度
実
績
を
示
し
た
。

 
 (受
診
率
) 
 

(1
) 
検
診
対
象
者
の
集
計

 
・
対
象
者
の
名
簿
作
成
は
、

16
(1

9)
地
区
で
作
成
。

 
・
対
象
者
へ
の
均
等
な
受
診
勧
奨
は
、

28
(3

0)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
受
診
者
の
情
報
管
理

 
・
受
診
者
別
の
台
帳
の
作
成
は
、

45
(4

2)
地
区
で
実
施
。

 
・
受
診
者
数
の
過
去

3
年
間
の
受
診
歴
別
集
計
は
、

9(
10

)地
区
で
実
施
。

 
(3

) 
受
診
率
向
上
対
策
（
資
料
２
－
４
参
照
）

 
   

 (要
精
検
率
) 
 

(1
) 
要
精
検
者
の
集
計

 
・
要
精
検
率
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
い
る
の
は
、

29
(3

2)
地
区
。

 
・
検
診
機
関
別
の
集
計
は
、

43
(3

1)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
の
撮
影
及
び
読
影
精
度
管
理

 
・

8
項
目
全
て
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、

27
(2

4)
地
区
。

 
(3

) 
受
診
者
へ
の
説
明

 
・
医
療
機
関
に
お
い
て

4
項
目
全
て
実
施
し
て
い
た
の
は
、

36
(3

1)
地
区
。

 
・
区
市
町
村
で
は

6(
4)
地
区
。

 
  

   
  

  
  

  
  

  (精
検
受
診
率
) 
 

(1
) 
精
検
受
診
率
の
集
計
作
業

 
・
性
・
年
齢
階
級
別
の
集
計
は
、

43
(4

2)
地
区
で
実
施
。

 
・
精
検
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
、

27
(2

4)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
精
検
受
診
の
結
果
把
握

 
・
検
査
実
施
機
関
、
精
検
実
施
機
関
と
の
情
報
提
供
体
制
が
で
き
て
い
な

い
、
情
報
提
供
体
制
は
あ
る
が
医
療
機
関
か
ら
情
報
提
供
が
得
ら
れ
な

い
、
国
へ
の
報
告
時
期
ま
で
に
精
検
結
果
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
等
の

問
題
点
が
今
年
度
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 

(が
ん
発
見
率
・
陽
性
反
応
適
中
度
) 

(1
) 

 が
ん
発
見
率
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

45
(4

2)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

32
(2

2)
地
区
。

 
(2

) 
発
見
が
ん
の
う
ち
早
期
が
ん
の
割
合

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

6(
5)
地
区
。

 
(3

) 
 陽
性
反
応
適
中
度
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

32
(3

2)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

27
(1

6)
地
区
。
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価
 
胃
が
ん
検
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料
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     実
施
地
区
 

58
地
区
 

19
年
度
実
績
及
び
（
 
）
内
に

18
年
度
実
績
を
示
し
た
。

 
 (受
診
率
) 
 

(1
) 
検
診
対
象
者
の
集
計

 
・
対
象
者
の
名
簿
作
成
は

15
(1

8)
地
区
で
作
成
。

 
・
対
象
者
へ
の
均
等
な
受
診
勧
奨
は

27
(2

7)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
受
診
者
の
情
報
管
理

 
・
受
診
者
別
の
台
帳
の
作
成
は
、

43
(4

0)
地
区
で
実
施
。

 
・
受
診
者
数
の
過
去

3
年
間
の
受
診
歴
別
集
計
は
、

7(
9)
地
区
で
実
施
。

 
 (要
精
検
率
) 
 

(1
) 
要
精
検
者
の
集
計

 
・
要
精
検
率
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
い
る
の
は
、

28
(2

9)
地
区
。

 
・
検
診
機
関
別
の
集
計
は

41
(3

1)
地
区
で
実
施
。

 
(1

) 
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
の
撮
影
及
び
読
影
、
喀
痰
細
胞
診
の
精
度
管
理

 
・
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
の
撮
影
及
び
読
影
は
、

3
項
目
と
も
全
て
を
満
た
し
て
い

た
の
は
、

45
(4

5)
地
区
。

 
・
喀
痰
細
胞
診
は
、

8
項
目
全
て
を
満
た
し
て
い
た
の
は

15
(1

7)
地
区
。

 
(3

) 
受
診
者
へ
の
説
明

 
・
医
療
機
関
に
お
い
て

4
項
目
全
て
実
施
し
て
い
た
の
は
、

30
(3

1)
地
区
。

 
・
区
市
町
村
で
は

9(
7)
地
区
。

 
  

 
 

     
  

  
(精
検
受
診
率
) 
 

(1
) 
精
検
受
診
率
の
集
計
作
業

 
・
性
・
年
齢
階
級
別
の
集
計
は
、

41
(3

7)
地
区
で
実
施
。

 
・
精
検
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
、

26
(2

2)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
精
検
受
診
の
結
果
把
握

 
・
検
査
実
施
機
関
、
精
検
実
施
機
関
と
の
情
報
提
供
体
制
が
で
き
て
い
な

い
、
情
報
提
供
体
制
は
あ
る
が
医
療
機
関
か
ら
情
報
提
供
が
得
ら
れ
な
い
、

国
へ
の
報
告
時
期
ま
で
に
精
検
結
果
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
等
の
問
題

点
が
今
年
度
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 

(が
ん
発
見
率
・
陽
性
反
応
適
中
度
) 

(1
) 
が
ん
発
見
率
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

42
(3

8)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

31
(2

1)
地
区
。

 
(2

) 
発
見
が
ん
の
う
ち
臨
床
病
期
Ⅰ
期
が
ん
の
割
合

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

3(
3)
地
区
。

 
  

  
(3

) 
陽
性
反
応
適
中
度
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

 3
2 

(3
0)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

 2
7(

16
)地
区
。
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     実
施
地
区
 

62
地
区
 

19
年
度
実
績
及
び
（
 
）
内
に

18
年
度
実
績
を
示
し
た
。

 
 (受
診
率
) 
 

(1
) 
検
診
対
象
者
の
集
計

 
・
対
象
者
の
名
簿
作
成
は

17
(2

1)
地
区
で
作
成
。

 
・
対
象
者
へ
の
均
等
な
受
診
勧
奨
は

30
(3

1)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
受
診
者
の
情
報
管
理

 
・
受
診
者
別
の
作
成
は
、

45
(4

2)
地
区
で
実
施
。

 
・
受
診
者
数
の
過
去

3
年
間
の
受
診
歴
別
集
計
は
、

8(
8)
地
区
で
実
施
。

 
 (要
精
検
率
) 
 

(2
) 
要
精
検
者
の
集
計

 
・
要
精
検
率
を
性
・
年
齢
別
に
集
計
し
て
い
る
の
は

51
(4

9)
地
区
。

 
・
検
診
機
関
別
の
集
計
は
、

34
(2

6)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
大
腸
が
ん
検
査
の
精
度
管
理

 
・
検
体
の
取
り
扱
い
は
、

6
項
目
と
も
全
て
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、

22
(1

7)
地
区
。

 
・
便
潜
血
検
査
の
技
術
管
理
は
、

2
項
目
と
も
全
て
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、

49
(4

5)
地
区
。

 
(3

) 
受
診
者
へ
の
説
明

 
・
医
療
機
関
に
お
い
て

4
項
目
全
て
実
施
し
て
い
た
の
は
、

16
(1

5)
地
区
。

 
・
区
市
町
村
で
は

4(
5)
地
区
。

 
  

 

     
  

    
(精
検
受
診
率
) 
 

(1
) 
精
検
受
診
率
の
集
計
作
業

 
・
性
・
年
齢
階
級
別
の
集
計
は
、

44
(4

1)
地
区
で
実
施
。

 
・
精
検
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
、

25
(2

2)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
精
検
受
診
の
結
果
把
握

 
・
検
査
実
施
機
関
、
精
検
実
施
機
関
と
の
情
報
提
供
体
制
が
で
き
て
い
な

い
、
情
報
提
供
体
制
は
あ
る
が
医
療
機
関
か
ら
情
報
提
供
が
得
ら
れ
な
い
、

国
へ
の
報
告
時
期
ま
で
に
精
検
結
果
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
等
の
問
題

点
が
今
年
度
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
  

(が
ん
発
見
率
・
陽
性
反
応
適
中
度
) 

(1
) 
が
ん
発
見
率
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

43
(4

2)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

26
(1

8)
地
区
。

 
 
 

(2
) 
発
見
が
ん
の
う
ち
早
期
が
ん
の
割
合

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

7(
6)
地
区
。

 
 
 

(3
) 
陽
性
反
応
適
中
度
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

33
(3

4)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

23
(1

6)
地
区
。

 

プ
ロ
セ
ス
評
価
 
大
腸
が
ん
検
診

 

資
料

２
－

３
 

③
 



 
     実
施
地
区
 

62
地
区
 

19
年
度
実
績
及
び
（
 
）
内
に

18
年
度
実
績
を
示
し
た
。

 
 (受
診
率
) 
 

(1
) 
検
診
対
象
者
の
集
計

 
・
対
象
者
の
名
簿
作
成
は

17
(1

9)
地
区
で
作
成
。

 
・
対
象
者
へ
の
均
等
な
受
診
勧
奨
は

29
(3

2)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
受
診
者
の
情
報
管
理

 
・
受
診
者
別
の
台
帳
の
作
成
は
、

45
(4

3)
地
区
で
実
施
。

 
・
受
診
者
数
の
過
去

3
年
間
の
受
診
歴
別
集
計
は
、

9(
10

)地
区
で
実
施
。

 
 (要
精
検
率
) 
 

(1
) 
要
精
検
者
の
集
計

 
・
要
精
検
率
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
い
る
の
は
、

28
(3

2)
地
区
。

 
・
検
診
機
関
別
の
集
計
は
、

41
(3

1)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
細
胞
診
精
度
管
理

 
・

4
項
目
全
て
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、

43
(4

7)
地
区
で
あ
っ
た
。

 
(3

) 
受
診
者
へ
の
説
明

 
・
医
療
機
関
に
お
い
て

4
項
目
全
て
実
施
し
て
い
た
の
は
、

14
(2

0)
地
区
。

 
・
区
市
町
村
は
、

2(
4)
地
区
。

 
      

    
  

 
  

  
(精
検
受
診
率
) 
 

(1
) 
精
検
受
診
率
の
集
計
作
業

 
・
性
・
年
齢
階
級
別
の
集
計
は
、

47
(4

4)
地
区
で
実
施
。

 
・
精
検
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
、

24
(2

3)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
精
検
受
診
の
結
果
把
握

 
・
検
査
実
施
機
関
、
精
検
実
施
機
関
と
の
情
報
提
供
体
制
が
で
き
て
い
な

い
、
情
報
提
供
体
制
は
あ
る
が
医
療
機
関
か
ら
情
報
提
供
が
得
ら
れ
な
い
、

国
へ
の
報
告
時
期
ま
で
に
精
検
結
果
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
等
の
問
題
点

が
今
年
度
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 (が
ん
発
見
率
・
陽
性
反
応
適
中
度
) 

(1
) 
が
ん
発
見
率
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

46
(4

6)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

30
(2

2)
地
区
。

 
(2

) 
発
見
が
ん
の
う
ち
上
皮
内
が
ん
の
割
合

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

9(
13

)地
区
。

 
  

  
(3

) 
陽
性
反
応
適
中
度
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

35
(3

6)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

 2
3(

18
)地
区
。
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      実
施
地
区
 

62
地
区
 

19
年
度
実
績
及
び
（
 
）
内
に

18
年
度
実
績
を
示
し
た
。

 
 (受
診
率
) 
 

(1
) 
検
診
対
象
者
の
集
計

 
・
対
象
者
の
名
簿
作
成
は

16
(1

9)
地
区
で
作
成
。

 
・
対
象
者
へ
の
均
等
な
受
診
勧
奨
は

30
(3

0)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
受
診
者
の
情
報
管
理

 
・
受
診
者
別
の
台
帳
の
作
成
は
、

45
(4

2)
地
区
で
実
施
。

 
・
受
診
者
数
の
過
去

3
年
間
の
受
診
歴
別
集
計
は
、

34
(1

0)
地
区
で
実
施
。

 
 (要
精
検
率
) 
 

(1
) 
要
精
検
者
の
集
計

 
・
要
精
検
率
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
い
る
の
は

30
(2

9)
地
区
。

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
の
集
計
は

52
(5

0)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
撮
影
と
読
影
の
精
度
管
理

 
・

5
項
目
全
て
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、

25
(2

2)
地
区
。

 
・

5
項
目
の
う
ち
最
も
満
た
し
て
い
な
い
項
目
は
、
撮
影
精
度
管
理
に
関
す
る

第
三
者
外
部
評
価
で
あ
り
、
満
た
し
て
い
な
い
地
区
は
、

26
(2

9)
地
区
。

 
(3

) 
受
診
者
へ
の
説
明

 
・
医
療
機
関
に
お
い
て

4
項
目
全
て
実
施
し
て
い
た
の
は
、

31
(2

9)
地
区
。

 
・
区
市
町
村
は

8(
6)
地
区
。

 
     

    
  

     
(精
検
受
診
率
) 
 

(1
) 
精
検
受
診
率
の
集
計
作
業

 
・
性
・
年
齢
階
級
別
の
集
計
は
、

46
(4

2)
地
区
で
実
施
。

 
・
精
検
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
、

26
(2

3)
地
区
で
実
施
。

 
(2

) 
精
検
受
診
の
結
果
把
握

 
・
検
査
実
施
機
関
、
精
検
実
施
機
関
と
の
情
報
提
供
体
制
が
で
き
て
い
な

い
、
情
報
提
供
体
制
は
あ
る
が
医
療
機
関
か
ら
情
報
提
供
が
得
ら
れ
な
い
、

国
へ
の
報
告
時
期
ま
で
に
精
検
結
果
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
等
の
問
題

点
が
今
年
度
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 (が
ん
発
見
率
・
陽
性
反
応
適
中
度
) 

(1
) 
が
ん
発
見
率
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

45
(4

4)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

34
(2

5)
地
区
。

 
(2

) 
発
見
が
ん
の
う
ち
早
期
が
ん
の
割
合

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

6(
9)
地
区
。

 
  

  
(3

) 
陽
性
反
応
適
中
度
の
集
計

 
・
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

37
(3

6)
地
区
。

 
・
検
診
実
施
機
関
別
に
集
計
し
て
い
た
の
は
、

30
(2

2)
地
区
。
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区市町村における主な改善策 
【受診率向上のための主な対策】 
1 周知の工夫 
○ 広報誌への掲載回数の増加 
○ 検診車による集団検診から医療機関による個別検診への切替え 
○ 個別通知の実施 
○ 受診勧奨通知の間隔を短縮 
○ 受診忘れのないよう申込者に再通知 
○ 申込方法に電子申請の受付を追加 
○ 保健事業一覧表を各戸配布 
○ 医師による講演会の実施 
○ 健康教室等により、がんに関する知識の普及、検診の必要性を呼びかける 
○ 対象者にアンケートを実施し、受けない理由等を把握 
○ 健康づくり推進員による検診の PR 

 
２ 受診機会・人数の拡大 
○ 同時に多種のがん検診が受けられる総合がん検診の導入 
○ 受診定員の増加 
○ 検診実施対象数の増加 
○ 土日検診の実施 
○ 実施会場数・場所の再検討 

 
【精検受診率向上のための主な対策】 
○ 要精検者に対し「がん検診情報提供書兼結果通知書」を交付 
○ 一次検診受診時に精検の必要性、検査方法等の説明を徹底 
○ 個別に受診の有無を調査し、有は結果を聞き、無は受診勧奨をする 
○ 一次検診結果を郵送する際、要精検者にアンケートを同封、精検結果を記入し返信 
してもらう。返信がない場合は電話で状況確認 
○ 一次検診時に精密検査受診予定機関を把握し、精密検査が必要になった場合、フィ 
ルム等を精密検査予定機関へ送付するとともに、該当者へは結果通知を送付し、受診

勧奨 
○ 検診実施機関での精密検査予約 
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